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(特集)平成16年度市予算

助役・収入役・教育長が就任

行政改革特区の認定で、通信制高等学校が開設



○平成16年度当初予算の概要

-鵬荊靴

実質1.9鯨減

平成16年度予算が3月23日(火)第一回市議会定例会で可決されました。一

般会計は、前年度当初と比べて3.5％の増ですが、 この中には借入金の借換

え分6億1,380万円を含むため、 これを除いた実質ベースでは2億1,936万円
減（△1.9％）の5年連続マイナス予算です。

このような状況の中でも、継続的に実施していく事業や、市民生活の中で

早期実施が望ましい事業などについては積極的に予算を組みました。

今月号では､平成16年度予算の内容と主要事業についてお知らせいたします。

一般会計 11了億8,200万円（対前年比3.5%増）

ー

ｰ

驚謹
衛生費7.9％→
9億3,470万円

清掃や保健予防など

鍵議鍵

鍵’ i
I

消防費5.3％

6億3,074万P

火災予防や救急活動など 自主財源そのほか5.1％依存財源そのほか7.1％

5億9,695万円

内 訳

分担金及び負担金

1億2,318万円

使用料及び手数料
; i 2億4,351万円

財産収入 1,026万円

繰越金 2億2,000万円

8億3,260万円

’ 内 訳
地方譲与税 2億5,300万円

利子割交付金 3,100万円

地方消費税交付金 3億3ｹ000万円
, ､ く 鷲 > ､ ‘ : ' ､ ：､ ' ; , '

ゴルフ場利用税交付金 11;200万円

自動車取得税交付金 8ﾀ600万円

地方特例交付金 1億800万円

その他 1,260万円

農林水産業費4.5％雲

5億2,431万円

農林関係の水路･道路整備など

歳出そのほか4.1％

4億8,360万円

内 訳

議会費1億8,265万円

商工費2億5,095万円

予備費~電製 5,000万円

／

|※一般会計
’ を計上し

’ て構成さ

＼

は、市が行う行政運営の基本的な経費

た会計です。市税などを主な財源とし

れ、市の会計の中心をなします。
ノ
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歳
入
（
次
年
度
以
降
も
財
源
不
足
］

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
民
税

に
つ
い
て
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
や
不
安
定

な
雇
用
情
勢
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
七
年
連

続
の
減
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
企
業
に
業

績
が
向
上
す
る
兆
し
が
あ
る
た
め
法
人
市
民

税
の
増
額
が
見
込
め
る
こ
と
や
、
倒
産
し
た

大
手
企
業
跡
地
の
売
却
決
定
な
ど
で
固
定
資

産
税
の
増
額
が
見
込
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

五
、
九
九
八
万
円
の
増
二
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
「
国
の
三
位
一
体
改
革
」
に
よ

る
見
直
し
に
よ
っ
て
、
所
得
譲
与
税
（
新
設
）

な
ど
六
、
一
九
○
万
円
程
度
の
国
か
ら
の
財

源
委
讓
が
あ
る
も
の
の
、
国
庫
補
助
負
担
金

の
廃
止
や
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

73E2,6加万円
特別会計とは、市が特定の事業を行う場合に、一

般会計とは区別して設置する会計で、その特定の収

入（保険料や使用料など）をもって特定の支出に充

てて運営する会計です。

度
比
鋤
印
⑳
鋤

年
初
乢
墾
墾
叫

前
当
１
１

前年度
当初比予算額

261g3,600万円

区 分

国民健康保険 華未
圭
不

二
二
串
手
一
吋
十舂手老人保健 32億3

1

14億1

3

円
円
円

万
万
万

０
０
０

０
１
０

３
５
０

公共用地先行取得事業

介護保険事業

霊 園 事 業 210万円 (△1.8）

(△0.2） 歳
出
財
源
が
不
足
す
る
中
で
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
標
に
、

さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
歳
出

の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
少
子
化
対
策
の
た
め
に

児
童
手
当
の
支
給
年
齢
を
拡
大
す
る
た
め
の

経
費
や
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
要
す
る
経

税
お
よ
び
交
付
税
の
代
替
え
的
性
格
を
持
つ

臨
時
財
政
対
策
債
が
、
合
わ
せ
て
四
億
四
、

○
三
○
万
の
減
（
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
い
う
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
一
般
財
源
総
額
は
二
年
連
続
の
減

額
で
、
不
足
財
源
一
億
二
、
二
○
○
万
円
は

五
年
ぶ
り
に
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
で
補

い
ま
す
。

、△
ロ 計 73億2,620万円’

国民健康保険事業の医療費の増や、介護保険事業

のサービスの種類が増え保険給付費が増加しました

が、老人保健事業の医療給付費が大幅な減となった

ため、特別会計全体では前年比0. 2％の減となりま

した。

ー

企業会計’企業 13E7,410万円
企業会計とは、市が独立採算性を原則とする企業

的色彩の強い事業を行う場合に、法律や条例に基づ

いて設置する会計です。市には水道事業と工業用水

道事業の2つの企業会計があります。

※予算額は収益的支出と資本的支出を合算したもの

です

費
等
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
民
生
費
が

一
億
五
、
六
八
八
万
円
の
増
（
五
・
六
％
）
。

ま
た
、
平
成
七
年
度
お
よ
び
八
年
度
の
減
税

補
て
ん
分
の
借
入
金
を
借
り
換
え
る
た
め
、

公
債
費
が
五
億
七
、
四
六
五
万
円
の
増
（
三

四
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
で
は
、
市
の
医
療
体
制
充
実

を
図
る
た
め
高
萩
協
同
病
院
移
転
改
築
に
関

す
る
財
政
支
援
と
し
て
、
移
転
用
地
の
取
得

に
合
わ
せ
、
今
年
度
は
用
地
の
道
路
お
よ
び

排
水
路
整
備
事
業
費
負
担
金
四
、
九
四
二
万

円
を
総
務
費
に
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

防
災
行
政
無
線
中
継
局
整
備
に
要
す
る
経
費

一
、
一
五
二
万
円
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
五
・
七
％
と
昨

年
を
さ
ら
に
下
回
る
低
い
水
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。

前年度
当初比

(14.4)

(△0.8）

(11.2)

前年度
当初比

(144）

区 分

水道 事 業

工業用水道事業

合 計

予算額

811万円

599万円

410万円

１
５
７

億
億
億

１
２
３

１

１ ー

水道事業の大幅な伸びは、秋山地区に建設する有

功容量1, 380㎡の特別高区配水池にかかる事業費

2億128万円によるものです。

’ ●
三
位
一
体

め
次
の
三

①
地
方
へ
の

②
国
か
ら
地
一

蕊謂蕊蕊蕊溌蕊鶴徽議蕊溌謹⑤
地
方
交
付
税
の
見
直
し

●投資的経費…道路や公園、学校、各種公共施設

など社会資本の整備に要する経費をいいます。

●経常的経費･ ･毎年継続して固定的に支出される

経費。人件費、物件費（賃金、需用費、役務費、

備品購入費など)､維持補修費扶助費補助費

等、公債費の6項目を通常いいますが、法律

で明確化しているわけではありません。その中

でも、人件費、扶助費公債費の3つは義務的

経費といい、地方公共団体の歳出のうち、極め

て硬直性の強い経費でその支出が義務付けられ

ていて、任意に削減したり圧縮できない経費と

されています。

項
目
を
同
時
に
実
施
す
る
改
革

補
助
金
の
削
減

方
へ
の
財
源
移
讓

改
革
…
地
方
分
権
を
実
現
す
る
た

…

3

こヨモ' '' '一＝HP
■■ワロ|■｜ローマ ■



団
熈
健
康

篝
自
然
之
洪
住
す
る
安
全
恋
蓉

Ｉ
Ｅ
Ｆ
三
錘
田
壺

然
熱
職
鍾
錨
驫
織
輝
蕊

口
無
医
地
区
対
策
事
業
経
費
６
３
９
万
円

▼
君
田
診
療
所
を
休
診
す
る
こ
と
の
代
替

措
置
と
し
て
、
無
医
地
区
か
ら
市
街
地
の

医
療
機
関
へ
送
迎
す
る
た
め
の
経
費
を
、

車
購
入
費
を
含
め
て
計
上
し
ま
し
た
．

口
次
世
代
育
成
対
策
地
域
行
動
計
画
策
定
経

費
３
３
９
万
円
▼
少
子
化
対
策
の
計

画
を
策
定
す
る
経
費
で
す
．

口
防
災
行
政
無
線
中
継
局
整
備
費
（
写
真
）

１
１
５
３
万
円
▼
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
市

に
無
償
提
供
さ
れ
た
大
能
地
区
に
あ
る
無

線
中
継
局
を
整
備
利
用
し
て
、
こ
れ
ま
で

通
信
で
き
な
か
っ
た
山
間
地
域
に
防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
ま
す
．

■
上
水
道
事
業
小
山
ダ
ム
利
水
出
資
金

３
，
５
０
９
万
円
▼
完
成
が
近
い
小
山

ダ
ム
関
係
の
出
資
金
で
す
。

主
な
事
業
黙
震
罰
朧
聖
衛

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
取
り
組
み
を
表
す
『
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
』
に
示

さ
れ
た
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
今
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

嚥
消
防
・
防
災
機
能
の
充
実
と
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
安
心
で
快
適
に

心
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
福
祉
や
保
健
・
医
療
の
充
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
快
適
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

で
や
す
ら
か
な
ま
ち

負

暫

、

口
高
萩
協
同
病
院
移
転
改
築
用
地
に
係
る
道

路
お
よ
び
排
水
路
整
備
事
業
費
負
担
金

４
９
４
２
万
円
▼
て
つ
な
住
宅
団
地

内
に
建
設
さ
れ
る
同
病
院
に
関
連
し
た
経
費

■
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児
童
扶
養
手
当

支
給
経
費
３
億
８
１
３
万
円
▼
児
童

手
当
の
支
給
対
象
が
６
歳
か
ら
９
歳
へ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
（
国
の
基
準
改
定
）
．

■
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

川
億
４
’
５
７
２
万
円
▼
十
王
町
と
取

り
組
ん
で
い
る
斎
場
の
管
理
運
営
や
し
尿
・

じ
ん
芥
処
理
事
業
、
消
防
関
係
の
事
業
の

負
担
金
で
す
。

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助

金
１
，
５
３
４
万
円
▼
下
水
道
の
認

可
区
域
外
に
住
む
み
な
さ
ん
に
合
併
浄
化

槽
設
置
の
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
す
．

Ｉ■■F一

石
＃
‐
料
潤
い
玲
醐
託
琿ー
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■
市
営
花
貫
住
宅
六
号
棟
建
設
工
事

最
後
に
建
設
さ
れ
る
棟
の
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
一
七
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
で
す
。

■
優
良
住
宅
団
地
定
住
促
進
奨
励
補
助
金

３
０
０
０
万
円
▼
市
内
の
指
定
さ
れ

た
住
宅
団
地
に
土
地
を
取
得
し
住
宅
を
建

築
す
る
人
に
対
し
て
、
土
地
購
入
費
の
Ⅲ

％
を
補
助
し
ま
す
．
＊
限
度
額
は
川
万
円
．

■
保
存
樹
指
定
事
業
推
進
経
費
９
８
万
円

■
バ
ス
路
線
運
行
維
持
費
補
助
金

１
０
９
０
万
円
▼
地
域
の
足
を
確
保

す
る
た
め
補
助
し
ま
す
．

■
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
経
費

１
２
１
９
万
円
▼
災
害
対
策
に
も
つ

な
が
る
森
林
保
全
の
た
め
支
援
事
業
で
す
．

６
３
３
４
万
円
▼
市
営
花
貫
住
宅
で

、
▼
市
内
の
銘
木
を
指
定
（
今
回
川
本
程
度
）

・
保
存
す
る
た
め
の
意
向
調
査
費
や
銘
木

説
明
版
、
組
織
づ
く
り
な
ど
の
経
費
で
す
．

唖
適
正
な
土
地
利
用
や
道
路
・
河
川
の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
快
適
な

。
都
市
空
間
の
創
出
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

蝿
農
業
や
林
業
、
商
業
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性

孫〆
・
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

》
薑
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

画〆

■
単
市
道
路
改
良
事
業
（
市
道
一
一
六
号
線

ほ
か
５
路
線
）
１
億
９
，
５
６
５
万
円

▼
秋
山
三
差
路
（
同
人
会
子
ど
も
ホ
ー
ム

東
側
交
差
点
）
を
整
備
す
る
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。
平
成
一
四
年
度
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
事
業
で
す
．

■
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
負

担
金
８
億
４
，
７
７
７
万
円
▼
日
立

市
・
十
王
町
と
取
り
組
ん
で
い
る
下
水
道

事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
。
平
成
一
九
年

度
ま
で
に
一
八
四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整

備
す
る
「
第
５
期
建
設
事
業
」
が
始
ま
り

ま
す
。

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
経
費

１
０
９
４
万
円
▼
中
山
間
地
域
の
傾

斜
地
の
農
地
な
ど
を
良
好
な
状
態
で
保
全
・

維
持
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
．

■
企
業
誘
致
推
進
経
費
２
，
０
４
０
万
円

ま
ち

卜

㎡
品
窪

罰
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口
戸
籍
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費

７
９
８
８
万
円
▼
戸
籍
事
務
の
正
確

化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
す
る
整
備
経
費
で
す
．

口
市
制
施
行
卵
周
年
記
念
事
業
経
費

３
５
０
万
円
▼
式
典
費
用
や
記
念
冊
子

の
作
成
費
用
な
ど
で
す
。

６
欝
崖
と
府
政
が
支
え
る
ま
ち
…
…
１
１
ｉ
と

『

新
し
い
行
政
需
要
に
対
応
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
取
り
組
み
や
行
政

圓
懸
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち

口
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
用
パ
ソ
コ
ン
借
上

料
２
９
９
万
円
▼
一
つ
の
中
学
校
内

は
す
べ
て
パ
ソ
コ
ン
で
互
い
に
連
絡
で
き

る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
ま
す
。

市
内
の
４
中
学
校
に
、
合
わ
せ
て
鋤
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
整
備
す
る
も
の
で
、

５
年
間
リ
ー
ス
契
約
で
負
担
し
ま
す
。

口
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
室
改
修
（
写
真
）

７
０
０
万
円
▼
老
朽
化
し
た
床
に
防
水

工
事
を
す
る
こ
と
で
、
衛
生
対
策
を
よ
り

函
時
代
を
担
う
心
身
と
も
に
健
康
で
想
像
力
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校

教
育
や
、
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

口
参
議
院
議
員
選
挙
費
１
，
８
５
９
万
円

口
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
負
担
金

３
０
７
万
円
▼
住
民
票
や
税
関
係
の
証

明
書
な
ど
九
種
類
の
書
類
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
．

■
男
女
共
同
参
画
推
進
経
費
３
３
万
円

▼
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
団
体
へ
の

活
動
支
援
・
補
助
を
行
い
ま
す
．

■
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
導
入
委
託
関
連

経
費
１
２
４
９
万
円

▼
市
と
国
、
県
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
、
行
政
事
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
す
。

万
全
の
体
制
に
し
ま
す
．

■
外
国
語
指
導
助
手
設
置
経
費

１
０
５
２
万
円
▼
中
学
校
で
英
語
を

教
え
る
外
国
語
指
導
助
手
（
２
人
体
制
）

を
設
置
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

■
生
活
指
導
員
配
置
経
費
２
１
８
万
円

適
応
指
導
教
室
設
置
経
費
２
８
７
万
円

▼
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
教
室
を
設
置
し
、
対
応
す

る
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
．

ー
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次
年
度
以
降
も
財
源
不
足

平成19年度までの収支見込(一般財源ベース） （単位：百万円）
左
表
の
推
計
は
、
現
行
制
度
や
現
在
実
施
し
て
い
る
施
策
を
基
に
平
成
一
六
年
度
当
初

予
算
を
べ
ｌ
ス
に
作
成
し
た
も
の
で
す
．
今
後
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
の
収
支
見
込
み
で
、
「
▲
」
で
示
さ
れ
て
い
る
の
が
財
源
の
不
足
額
で
す
。
今
後
と

も
「
三
位
一
体
改
革
」
を
は
じ
め
と
す
る
財
源
不
足
の
影
響
が
大
き
く
、
危
機
的
な
状
況

が
続
く
た
め
、
市
で
は
財
政
構
造
を
抜
本
的
に
見
直
す
な
ど
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
ご
理
解
の
う
え
、
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

年度;’
E ↓ 1 1 寺t蝿

16年度 1' ’7年度’ 18年度:;'i､,¥1
(当初予算額) ,IM"j;' " Ⅲ…｜

3，982 4，052 3，915

3，021 2，988 2，981

1,643 1,689 1 ,790

8，646 8，729 8，686

2， 195 2，212 2， 196

479 488 498

1 ，500 1 ，429 1 ，382

237 207 680

4,357 4,393 4,440

8，768 8，729 9， 196

300

1，643

8，646

2， 195

8,729

2,212

488 498

1 ．382

237

4357 4,440

9年度

区‘分

1,1' &市;: ;i 税
＃ 。

歳i :地方交付税

入その他

3,934

2,893

1 ,794

8,621

2,241

掴 ｡ ､ 唖 輻1

1 也

。＃；

＃ ＃

ー

(A)合計

人件費

扶助費 508

1 ，424

312

歳公債費

出投資的経費
: h

その他
、 i

． ！』

》# ’合計 (B)

4,514

9， 196 8， 999

高‘+輔組合|日塵芥Ⅲ哩緬の鮴撤去費用(C)

差引き不足額(A)-(8)r(C)|
1 累 計 一

財
政
課
狂
２
３
１
２
１
１
３

▲422 0

▲422 ▲422

▲378

▲1 ，310

▲510

▲932

■財政調鑿墓令残高は、平成16年3月末で1 ，490百万円の見込み。

■人件費については平成16年度末に5人、 17年度末6人、 18年度末5人の退

職者をそれぞれ翌年度に同人数を採用し補充する見込みで計上しています。

■投資的経費には協同病院移転にかかる建設費用補助金等を含んでいます。

■歳入については財政調鑿碁会からの繰入金を除いています。
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